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衆院社会保障・税一体改革特別委員会は４日午後、消費増税関連法案に関し、福島、神戸両市で地方公聴会を開きました。
福島市での開催は、東日本大震災と東京電力福島第１原子力発電所事故で厳しい生活環境に置かれている被災者らの意見を聞き、今後の審議や修正協議に反映させるのが目的。

報道によれば、福島県白河市の鈴木和夫市長は、原発事故の風評被害に苦しむ市民の現状などを訴えたほか、原発事故の風評被害に苦しむ現状を説明、増税について「今は東日本大震災からの復旧、復興を第一にすべきだ。一体改革は２、３年待ってもいい」と述べ、先送りすべきだとの認識を示しました。鈴木氏のほか同県内の経済団体や労働組合、医療関係者らが増税に対し賛否を説明しました。

アリバイ作りのような議論に怒り　＜神戸会場＞　
神戸市の会場では、兵庫県知事や連合労組事務局長、神戸商工会議所の副会頭、県保育協会会長など、8人の陳述人が意見を述べましたが、消費税増税そのものに反対する意見はひとつもありませんでした。年金制度の充実や保育制度の向上を要望する発言はありましたが、それらはすべて増税を前提としてのこと。消費税に頼らない改革や中には「あまり年金制度を低所得者向けに拡充すると甘える人が出てくる」と、自己責任論を展開する人も。
増税ありきで議事が進んで行く、まるでアリバイ作りのような公聴会に憤りさえ感じてしまいました。増税反対の立場で意見を述べる人は皆無でした。中には、「あまり年金制度を低所得者向けに拡充すると甘える人がでてくる」と自己責任論を展開する陳述人も。公聴会を傍聴した清水忠志さん（日本共産党衆議院比例代表近畿ブロック予定候補）は、「増税ありきで議論が進んでいく。まるでアリバイ作りのような公聴会に怒りさえ感じました」と話しています。
地方公聴会は、傍聴券が全体で70枚あり、政党の議席数に応じて割り振りされ、実質非公開で開催されました。「一般の国民が傍聴できないのはおかしい」「これではアリバイ作りだ」と批判の声が上がっています。

私達は消費税に頼らない税制改革と社会保障財源の確保について提言していますが、残念ながらこの立場で意見を述べる人は皆無でした。

中には「あまり年金制度を低所得者向けに拡充すると甘える人が出てくる」と、自己責任論を展開する人も。
増税ありきで議事が進んで行く、まるでアリバイ作りのような公聴会に憤りさえ感じてしまいました。
YouTubeで消費税増税中止のキャンペーンを開始＜保団連＞
　全国保険医団体連合会は、YouTube（ユーチューブ）を使って、各界の論客が登場し、消費税増税をやめさせるキャンペーンを開始しました。
１回目は経済評論家・作家の三橋貴明氏。『悲観論に踊らされるな！ニッポン経済集中講義』『日本は「国債破綻」しない！ 』などの著作を次々と出しています。三橋氏はそもそも「税とは」「政府の債務とは」何かをわかりやすく説明しながら、消費税増税をすると日本経済はどうなるのか、消費税増税をもくろむ政府・財務省の言い分はホントなのか、痛快に解説します。第2回目は斎藤貴男さん（ジャーナリスト）の予定です。（http://www.youtube.com/user/hodanren/）
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このニュースは県各界連および加盟団体へ送っています。
























































































































































